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令和４年度予算

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ

　
市
民
の
安
全
を
守
る
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
、
現
在
自
治
会
が
設

置
し
て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ
を
段
階

的
に
公
設
へ
切
り
替
え
、
地
域
間

の
設
置
数
の
格
差
解
消
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
の
放

送
内
容
を
繰
り
返
し
確
認
で
き
る

「
災
害
テ
レ
ホ
ン
案
内
」を
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
化
し
、
緊
急
情
報
を
等

し
く
無
料
で
提
供
で
き
る
体
制
を

つ
く
り
ま
す
。

　
健
康
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ

く
り
と
し
て
、
分
野
ご
と
の
制
度

に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
た
相
談
支

援
や
地
域
づ
く
り
に
、
分
野
や
地

域
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
を
導
入
し
、

複
雑
化
・
複
合
化
し
た
地
域
生
活

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
包
括
的

支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
南
花

台
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
事
業
で

は
、
開
発
団
地
再
生
の
モ
デ
ル
構

築
に
向
け
て
、
Ｕ
Ｒ
集
約
跡
地
活

用
の
計
画
策
定
や
自
動
運
転
に
よ

る
移
動
支
援
、
さ
ら
に
南
花
台
を

モ
デ
ル
と
し
た
他
地
域
へ
の
横
展

開
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
公
共
交
通
の
利
用

促
進
や
交
通
空
白
地
に
お
け
る
住

民
の
移
動
手
段
確
保
な
ど
の
移
動

施政方針骨子

支
援
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
次
に
、
子
育
て
支
援
と
し
て
、

産
後
う
つ
や
新
生
児
へ
の
虐
待
予

防
な
ど
を
図
る
た
め
の
産
婦
健
康

診
査
を
は
じ
め
、
子
ど
も
に
関
わ

る
す
べ
て
の
機
関
が
連
携
し
て
妊

娠
期
か
ら
の
切
れ
目
な
い
支
援
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、「
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
は
ー
と
」
の
出
生
児
全
員

へ
の
配
布
、
未
就
園
児
の
全
戸
訪

問
、
訪
問
に
よ
り
母
乳
・
沐も

く

浴よ
く

支

援
を
行
う
産
後
ケ
ア
事
業
、
18
歳

以
下
の
児
童
へ
の
地
域
通
貨
「
モ

ッ
ク
ル
コ
イ
ン
」
付
与
な
ど
、
総

合
的
な
子
育
て
支
援
を
実
施
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
保
護
者
の
子
育
て

と
就
労
の
両
立
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
児
童
の
健
全
な
育
成
に
寄

与
す
る
た
め
病
児
保
育
事
業
を
再

開
し
ま
す
。
ま
た
、
保
育
士
が
働

き
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
保
育

士
の
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、
引

き
続
き
市
内
保
育
所
な
ど
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
を
支
援
す
る
ほ
か
、
紙
お
む

つ
の
持
ち
帰
り
を
無
く
す
た
め
の

ご
み
処
理
費
用
の
一
部
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
教
育
で
は
、
引
き
続
き
英
語
村

構
想
を
推
進
し
、
幼
児
期
か
ら
継

続
的
に
英
語
に
触
れ
ら
れ
る
機
会

を
提
供
し
て
い
く
ほ
か
、
施
設
一

体
型
小
中
一
貫
教
育
推
進
校
の
整

備
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

観
光
で
訪
れ
る
ま
ち

ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
人
の
流
れ
を
生
む
観
光
・
産
業

振
興
と
し
て
、
３
つ
の
日
本
遺
産

「
中
世
に
出
逢
え
る
ま
ち
」「
女
人

高
野
」「
葛
城
修
験
」
や
世
界
か
ん

が
い
施
設
遺
産
「
寺
ケ
池
・
寺
ケ

池
水
路
」
の
Ｐ
Ｒ
、
楠
木
正
成
・

正ま
さ

行つ
ら

親
子
の
生
き
様
を
描
い
た

「
楠な

ん

公こ
う

さ
ん
」Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

の
誘
致
な
ど
、
本
市
の
資
源
を
活

か
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。　

　

ま
た
、
観
光
ハ
ブ
拠
点
に
位
置

付
け
て
い
る
道
の
駅
「
奥
河
内
く

ろ
ま
ろ
の
郷
」
の
施
設
整
備
を
推

進
し
、
多
様
化
す
る
利
用
者
の
利

便
性
向
上
を
図
る
ほ
か
、
観
光
来

訪
者
へ
の
地
域
通
貨
「
モ
ッ
ク
ル

コ
イ
ン
」
付
与
に
よ
る
誘
客
を
図

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
度
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
「
河
内
長
野
シ
テ

ィ
マ
ラ
ソ
ン
」
に
つ
い
て
、
実
施

内
容
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
地

域
の
活
性
化
や
交
流
人
口
拡
大
に

も
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
取

り
組
み
ま
す
。産
業
振
興
の
取
り
組

み
で
は
、市
内
事
業
者
の
事
業
拡
大

や
市
外
事
業
者
の
転
入
促
進
に
つ

な
げ
る
た
め
、産
業
用
地
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
さ

ら
に
、市
内
事
業
者
に
対
す
る
各
種

施
策
の
情
報
発
信
の
強
化
や
工
場

を
見
学
者
向
け
に
開
放
す
る
な
ど

の
オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
の
実
施
、

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
作
成
支

援
、新
た
な
事
業
展
開
に
係
る
補
助

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
次
に
、
拠
点
の
活
性
化
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
と
し
て
、
堺
市

域
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
促

進
に
取
り
組
む
ほ
か
、
関
係
機
関

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
大
阪
南

部
高
速
道
路
の
事
業
化
に
向
け
て

引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
加
え
て
、
小
山
田
西
地
区
及

び
上
原
・
高
向
地
区
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
本
市
の
将

来
像
を
見
据
え
な
が
ら
土
地
利
用

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
河
内

長
野
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
活
性

化
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
ま
す
。

効
率
的
で
便
利
な
ま
ち

ス
マ
ー
ト
ガ
バ
メ
ン
ト

　
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
市
民
の
利
便
性
向

上
や
行
政
事
務
の
効
率
化
に
向
け

て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。
特
に
、
道
路
や
地

形
図
、
公
園
緑
地
や
河
川
水
路
な
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令
和
４
年
度
も
、
資
源
を
活
か
し
て
工
夫
を
重
ね

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
ま
ち

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
実
現
に
向
け
て

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
「
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
」、

観
光
で
訪
れ
る
ま
ち「
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、

効
率
的
で
便
利
な
ま
ち
「
ス
マ
ー
ト
ガ
バ
メ
ン
ト
」

の
３
つ
を
柱
に
、
人
々
に
選
ば
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。市

長
　
島
田
智
明

ど
の
台
帳
に
つ
い
て
電
子
化
を
進

め
、
デ
ジ
タ
ル
で
情
報
集
約
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
の
迅
速

な
対
応
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
、

各
種
情
報
閲
覧
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
よ
る
市
民
の
利
便
性
向
上
や
窓

口
業
務
の
縮
減
に
よ
る
事
務
効
率

の
改
善
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地

域
活
動
へ
の
参
加
者
な
ど
に
地
域

通
貨
「
モ
ッ
ク
ル
コ
イ
ン
」
を
主

に
電
子
で
付
与
す
る
こ
と
で
、
市

民
参
加
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
の
活

用
を
促
進
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
か
ね
て
か
ら

の
課
題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
に
加

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
な
ど
に
よ
り
非
常
に
厳

し
い
行
財
政
環
境
が
続
く
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
状
況

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
業
務
の
効

率
化
や
新
た
な
財
源
の
確
保
に
も

努
め
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

手
を
取
り
合
っ
て
、
市
民
が
安
心

し
て
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
、
ま
た
人
々
に
選
ば
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

特集1

令和４年度予算特集 1

実現に向けて

対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～
午後５時30分、祝休日・年末年始を除く）▶環境への配
慮から、催しなどへの来場はでき
るだけ公共交通機関のご利用を。

新型コロナウイルス感染症の感染状況により催しなど
が中止・延期となる場合がありますので、最新情報は
問い合わせ先にご確認ください▷参加の際は感染予防
対策の徹底をお願いします。

くろまろ塾認定
講座マーク▶



　　　効率的な行政サービスプロジェクト　

　人の流れを生む観光・産業振興プロジェクト　

　市民の安全を守る地域づくりプロジェクト

　切れ目のない子育て支援プロジェクト

　健康で暮らしやすい地域づくりプロジェクト

　           拠点の活性化とネットワークの充実プロジェクト

ス
マ
ー
ト

ガ
バ
メ
ン
ト

S M A R T  ＧＯＶＥＲＮＭＥＮＴ
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ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

スマートライフ、スマートツーリズム、スマートガバメントの３つを柱に魅力あるまちづくりを推進します。
問政策企画課

令和４年度予算特集 1

令和４年度主要施策 防犯カメラ事業　620万円
自治会が設置している防犯カメラについて、段階的に公設へ
切り替え、地域間の設置数の格差解消を図ります。

中心市街地活性化の促進　500万円
河内長野駅周辺地区まちづくり
方針に示す将来像や方針の実現
に向け、具体的な取り組みの検
証を行います。

かんがい排水施設維持管理支援事業　200万円
世界かんがい施設遺産に登録された寺ケ池・寺ケ池水路
のPRを行うと共に、かんがい排水施設の清掃・浚

しゅん

渫
せつ

作
業や危険な箇所における作業請負に対して補助を行い、
地域農業の営農支援と防災力の向上を図ります。

史跡金剛寺境内保存整備事業　2300万円
台風で被災した史跡金剛寺境内の山林や、金剛寺境内にあ
る大玄関の老朽化にともなう復旧整備・修復工事に対して
補助を行い、適切な保存、活用を支援します。

マラソン大会の開催　450万円
令和３年度にリニューアルし開催した「河内長
野シティマラソン」を、地域活性化に寄与する
大会として関係団体との協働で実施します。

子どもや妊産婦等に対する総合的な支援　3261万6千円
産婦健康診査、「サポートブックはーと」の出生児童全員へ
の配布、未就園児のいる家庭への全戸訪問、訪問により母乳・
沐浴支援を行う産後ケア事業など、子育て世帯の不安解消
や孤立防止に努め、総合的な子育て支援を実施します。

施設一体型小中一貫教育推進校
整備事業　769万1千円
児童生徒減少による、学校小規模化から生
じる様々な課題への対応策として、施設一
体型小中一貫教育推進校整備を進めます。

災害テレホン案内のフリーダイヤル化　315万円
防災行政無線の放送内容を繰り返し確認できる「災害テレホ
ン案内」をフリーダイヤル化し、緊急情報を等しく無料で提
供できる体制をつくります。

小山田西地区地域活性化の促進　5488万円
都市計画道路大阪河内長野線の延伸や、堺市域へのアクセス
道路の整備と共に、産業立地を誘導する道路沿道の土地利用
を図るため、沿道まちづくりに向けた道路整備や土地利用な
どの調査、設計および地元地権者組織である活性化協議会へ
の支援を行います。

産業活力向上事業　5520万円
市内事業者を支援するため、各種施策の情報発
信の強化やオープンカンパニーの実施、事業継
続計画（BCP）作成の支援、新たな事業展開
に係る補助などを行います。

民間教育保育施設運営支援事業 4億8471万9千円
安心して子育てができる環境を作り多様な保育ニーズに対
応することや、保育士確保につなげるよう働きやすい環境を
整備し、保育定員を拡充、待機児童の解消を図るために補助
金を交付します。

都市公園整備事業　4300万円
市有地の土砂災害特別警戒区域におけ
る対策工事の実施により、市民の生命
や財産を守ります。

浸水対策事業 1400万円
災害に対する防災力の強化を図るた
め、浸水被害軽減対策を行います。

地域共生社会の実現に向けた包括的
支援体制構築事業　1345万円
従来分野ごとの制度に基づき行われ
ていた相談支援や地域づくりに、分野
や地域をつなぐ仕組みを導入することで、
地域生活課題の解決に資する支援が包括的
に提供される環境を構築します。

高齢者保健事業と介護予防事業の
一体的実施事業　1519万8千円
市町村の介護予防の取り組みや国民健康保険
制度の保健事業と、後期高齢者医療の保健事
業を適切に連携させるため、フレイルなどの
高齢者の特性を踏まえた健康支援を行い、健
康寿命の延伸を目指します。

乳房補正具購入費助成事業
10万円
がん患者の治療と就労
の両立、療養生活の質が
よりよいものになるよう、新た
に乳房補正具の購入費助成を開
始します。

木のぬくもりを感じる集いの
場づくり事業　360万5千円
図書館視聴ブースの「音と映像
コーナー」を「木のぬくもりが
感じられる集いの場」としてリニューア
ルし、ミニ講座や交流会が開催できる
よう整備します。

女性相談つながりサポート事業
320万円
孤独・孤立で不安を抱える女性が、社会
との絆・つながりを回復するために、専門の
女性相談員による相談や、居場所づくり（講
座）などを行うほか、必要に応じて生理用品
などの提供を行います。

地域の特性に合わせた交通手段の確保　1652万3千円
バス路線網の維持や高齢者などの市民の重要な移動手段の確保の
ため、地域公共交通会議での議論を行いながら、次期公共交通計画の策定
などを実施します。また、交通空白地となる石見川・小深・太井・鳩原地
域において、自家用有償運送による地域バスの運行や、地域乗り合いタク
シーの試行運行を実施することにより、地域住民の移動手段を確保します。

高齢者公共交通利用促進事業
2313万5千円
市内在住の75歳以上の高齢者を
対象に、バスやタクシーで利用できる
助成券を配布し、公共交通の利用促進
やコロナにより疲弊した交通事業者を
支援し、公共交通網の維持を図ります。

地球温暖化対策の推進
515万円
地球温暖化防止に向けて
「賢い選択」をしていこうという
「C

ク ー ル

OOL  C
チ ョ イ ス

HOICE」の普及啓発
に取り組み、市民の意識変容、行
動喚起に努めます。

南花台スマートエイジング・シティ団地再生モデル
事業の促進と、他地域への横展開　5984万6千円
南花台地区における開発団地再生のモデル構築に向けて、UR集約跡地活用
に向けた計画策定や自動運転による移動支援を進めるとともに、「イズミヤ 
ゆいテラス 河内長野」を中心としたまちづくり活動の推進など、南花台をモ
デルとした住民主体のまちづくりの他地域への横展開を進めます。

テレワーク移住支援補助事業
939万4千円
テレワークを行うために市外から転入し、本
市の魅力発信に積極的な協力を得られる人に
補助金を交付します。

基盤地図電子化事業　2315万円
道路台帳図および公園河川台帳図の電子化・地形図の更新、３Ｄ
モデル化、その情報をホームページで公開することで窓口対応な
どの業務効率化、市民への災害リスクの周知向上を目指します。

日本遺産のまち推進事業　2337万5千円
日本遺産に認定されたストーリーを活用した観光振興を
図るため、「河内長野市日本遺産推進協議会」、「女人高野
日本遺産協議会」が文化庁の補助を受けて実施する事業
に対し補助するとともに、日本遺産のまちとしての認知
度拡大に向けた PRなどを実施します。

滝畑ふるさと文化財の森センター普及
啓発利用促進事業　58万8千円
滝畑地区で産出される茅材などの植物性屋
根材の普及啓発や利用促進に向けて、茅葺
き屋根の下地（骨組み）を作成後、茅葺体験
事業を行います。

産業振興推進事業　2000万円
市内事業者の事業拡大や市外事業者の転入
促進につなげるため、産業用地の確保に向
けた取り組みを進めます。

病児保育事業　1464万円
保護者の子育てと就労の両立を支援すると
ともに、児童の健全な育成に寄与するため
病児保育事業を再開します。

ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ

地域通貨促進事業　1億2407万6千円
新型コロナウイルス感染症の影響を受けて停滞した地域活動・地
域経済の活性化、観光需要の喚起、子育て世帯に対する支援を一
体的に図るため、地域通貨「モックルコイン」を発行します。

マイナンバーカードを活用した
電子申請システムの導入
89万8千円
各種証明書の交付申請など、
これまで以上に幅広く電子申請
に対応するため、マイナンバーカード
を活用した電子申請システムを導入し、
行政手続きのデジタル化・オンライン
化をより一層推進します。

道の駅 奥河内くろまろの郷機能強化事業　396万5千円
観光ハブ拠点に位置付けている道の駅 奥河内くろまろの
郷について、多様化する利用者への利便性向上のため、
施設整備に向けた設計などを実施します。

S M A R T  TOURIS M

S M A R T  TOURIS M

S M A R T  L I F E

S M A R T  L I F E

S M A R T  L I F E

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶
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●市民１人（１世帯）あたりの一般会計予算●市民１人あたりの予算の使用用途

歳出
（目的別）

民生費（46.4％）
172億130万円
            

教育費（7.7％）
28億4,707万7千円

総務費（14.6％）　
53億9,889万7千円

公債費（8.2％）
30億2,520万1千円

衛生費（9.6％）
35億5,478万円

土木費（6.9％）
25億5,032万2千円

消防費（3.5％）
12億9,235万9千円

その他（2.0％）　
7億8,043万6千円

農林業費（1.1％）　
4億2,462万8千円

会計名 令和4 年度予算額（千円） 前年度からの増減額（千円） 増減率（％）
一 般 会 計 37,075,000 178,000 0.5
特 別 会 計 27,884,920 1,333,981 5.0

国民健康保険事業勘定 13,423,443 587,005  4.6
土 地 取 得 118,673 ▲ 330 ▲ 0.3
部 落 有 財 産 11 0 0.0
介 護 保 険 11,938,920 650,510 5.8
後期高齢者医療 2,403,873 96,796 4.2

公営企業会計 9,386,466 ▲ 747,676 ▲ 7.4
水道事業会計 3,417,146 ▲ 551,114 ▲ 13.9
下水道事業会計 5,969,320 ▲ 196,562 ▲ 3.2

合計 74,346,386 764,305 1.0

年度末市債残高の推移
令和 2 年度決算額 567 億 6,400 万円
令和 3 年度見込額 554 億 4,000 万円
令和 4 年度見込額 533 億 2,400 万円

民生費 高齢者、児童の福祉のために 168,900 円

総務費 情報化や自治の推進のために 53,000 円

衛生費 ごみの処理や病気の予防のために 34,900 円

公債費 借金の返済のために 29,700 円

教育費 学校や公民館、図書館などに 28,000 円

土木費 道路や河川、公園の整備のために 25,000 円

消防費 消防活動や防災のために 12,700 円

その他 農林業費などに 11,900 円

市民１人あたりの予算 364,100 円

市民１人あたりの借金 275,600 円

市民１人あたりの貯金 119,600 円

１世帯あたりの予算 779,900 円

令和 3 年12 月末現在の人口と世帯数
人口：101,838 人　世帯数：47,537 世帯

年度末基金残高の推移
令和 2 年度決算額 123 億 4,300 万円
令和 3 年度見込額 146 億    300 万円
令和 4 年度見込額 150 億 2,700 万円

※上記の市債・基金残高には特別会計、公営企業会計を含みます。

（性質別）（目的別）

●市債・基金残高 ●会計別予算

令和４年度

当初予算が決まりました

市税（31.3％）
115億9,328万1千円

寄附金(3.8％)
14億円

繰入金(1.8%)
6億5,468万6千円

その他(2.6％)
9億9,457万9千円

地方交付税
（18.4％）
68億2,100万円

国庫支出金（18.8％）
69億5,662万9千円

府支出金（8.6％）
31億7,539万1千円

その他（2.1％）7億8,470万円

使用料及び手数料
(1.8％)
6億5,933万4千円

市債（5.2％）
19億4,820万円

歳入

自主財源
（41.3％）

依存財源
（58.7％）

地方消費税交付金
（5.6％）
20億8,720万円

投資的経費
（5.4％）

維持補修費（0.4％）
1億5,039万1千円

貸付金（0.2％）6,987万5千円

普通建設事業費（5.3％）　
19億7,110万6千円

災害復旧事業費（0.1％）
4,400万円

物件費（15.3％）
56億7,456万7千円

補助費等（8.8％）
32億7,216万9千円

繰出金（13.2％）
48億9,713万7千円

人件費（16.2％）
59億9,072万円
　

扶助費（28.2％）
104億4,484万4千円

公債費（8.2％）
30億2,519万1千円

予備費（0.1%）5,000万円
積立金（4.0％）
14億8,500万円

その他経費
（42.0％）

義務的経費
（52.6％）歳出

（性質別）

※数値は各項目ごとに四捨五入などの調整をしています。
※予算の詳細は、情報コーナー (市役所1 階 )や図書館、市ホームページなどで閲覧できます。
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市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

●一般会計とその他の会計　一般会計とは、市
の予算の中心となる会計で、行政運営のための基
本的な経費が含まれます。一方、その他の会計は、
特定の事業の歳入歳出を一般会計と区別して処
理するための会計で、特別会計や公営企業会計
があります。
●市債　建設事業などの資金として、国や銀行
から借り入れるもの。また、地方交付税の減収に
よる財源不足を補うためなどにも発行されます。
●基金　特定の目的のために財産を維持したり、
資金を積み立てたりするために設けるものです。
●地方交付税　全国の市町村が同じ水準の行政
を進められるよう、財政運営の均衡をとるために
国から交付されるお金です。
●国庫（府）支出金　国や府が、市などに対して
支出する使途を特定したお金で、補助金や交付
金などがあります。
●繰入金と繰出金　一般会計、特別会計、基金
の間で相互に支出される経費で、他の会計からそ
の会計に資金が移される場合が「繰入」、他の会
計に資金を移す場合を「繰出」といいます。

財政用語の解説     歳入
総額370億7,500万円

一般会計

一 般 会 計 　 370億7,500万円
特 別 会 計   278億8,492万円
公営企業会計　 93 億8,646 万6千円

総額 743億4,638万6千円

令和４年度予算特集 1

    歳出
総額370億7,500万円

一般会計
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安心の産前産後ケア特集 2

安心の産前産後ケア

特集2

　出産後間もない時期のお母さんのからだとこ
ころの健康を守るため、公費負担による産婦健
康診査を実施します。
対象　本市に住民登録があり、令和４年４月１
日以降に出産した産後８週以内の産婦
とき　出産後２週間前後および出産後 1か月前後
に各 1回
ところ　府内医療機関・助産所
内容　問診、診察、体重・血圧測定、尿検査、
こころの健康チェック
申込　令和４年４月１日以降は妊娠の届出時に
配布▷令和３年度に妊娠届を出し、出産予定日
が令和４年４月１日以降の人には郵送
※対象者で手元に受診券がない場合や、里帰り
などで府外の医療機関で受診される人は保健セ
ンターにお問い合わせください。

　新型コロナウイルスの感染症予防対策と
して、タクシー利用助成券を配布します。
対象　本市に住民登録があり、令和４年
４月１日～令和５年３月 31 日に妊娠の
届出をした妊婦
内容　タクシー初乗り運賃相当額 (680
円 ) の利用助成券を1人につき10枚配布
※ 1回の乗車につき、1枚のみ利用でき
ます。
※令和３年度に妊娠届を出し、令和４年
４月１日時点で妊娠中の人で利用助成券
をすべて利用していない人は、未利用分
を新しい助成券に交換します。交換条件
など詳細は保健センターまでお問い合わ
せください。

　市では、安心して妊娠・出産・子育て
ができるよう、医療機関とも連携して事
業を行っています。今回は、新しく始ま
る訪問型の産後ケア事業の紹介にあわせ
て、産後ケア事業を提供する大阪南医療
センタースタッフの声をお届けします。
問保健センター（☎ 55-0301）

　出産のための入院や出産後の退院の際に、新
型コロナウイルス感染症の不安なく移動できる
よう、タクシー利用料金の助成を行います。
対象　利用時に本市に住民登録があり、令和４
年４月１日～令和５年３月 31日に、分娩のため
に医療機関などに入院する妊婦、または出産後
医療機関などから退院する産婦
内容　入院・退院時に利用したタクシー利用料
金（各１回▷１回上限１万円まで）
申込　利用後に保健センターに申請が必要
※必要書類など詳細はお問い合わせください▷
市ホームページもご覧ください。

　産後、充分な育児の支援が得られず育児の負担でから
だとこころの不調を抱えるお母さんと赤ちゃんが、助産
師などから体調管理や育児支援、こころのケアなどを受
けられるサービスです。
　令和３年度までは、産後ケア事業を受けられる場所は
医療機関だけでしたが、令和４年度からは自宅に助産師
が訪問して赤ちゃんの沐

もく

浴
よく

や、授乳についての支援を受
けられるようになりました。兄弟がいるので医療機関で
の滞在が難しい人や、色々相談したいお父さんも利用で
きます。お母さん・お父さんだけで頑張りすぎる前に気
軽にご相談ください。
対象　①ショートステイ・デイサービス（医療機関での宿
泊・日帰り）＝生後４か月未満の乳児と母親、②アウトリー
チ（自宅への訪問）は生後１歳未満の乳児と保護者
※事前登録が必要▷実施施設や費用、利用時間など詳細
は保健センターにお問い合わせください。
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ア
を
新
た
に
開
始
し
ま
す
。

　

出
産
後
間
も
な
い
時
期
の
お

母
さ
ん
は
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
の
変
化
や
子
育
て
が
始
ま
る

こ
と
で
環
境
が
大
き
く
変
わ
る

た
め
、
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
健

康
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
産
婦
健
康
診
査
で
は
、

健
や
か
な
育
児
の
た
め
に
お
母

さ
ん
の
健
康
状
態
を
確
認
し
、順

調
に
回
復
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
し
ま
す
。

　
産
後
ケ
ア
で
は
、経
験
豊
富
な

助
産
師
が
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ

ん
に
寄
り
添
い
、
身
体
的
ケ
ア
は

も
ち
ろ
ん
育
児
へ
の
不
安
に
対

す
る
心
の
ケ
ア
に
力
を
入
れ
、
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
病
院
に
行
く
の
が
不
安
と
い

う
方
が
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

新
た
に
始
ま
っ
た
訪
問
型
は
、
で

き
る
だ
け
人
と
の
接
触
を
減
ら
し

た
い
と
い
う
方
こ
そ
活
用
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

実
際
に
こ
れ
ま
で
に
利
用
し

た
お
母
さ
ん
か
ら
は
、「
育
児
の

心
配
ご
と
を
、
時
間
を
気
に
せ

ず
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」「
夜
間
に
子
ど
も
を
預

か
っ
て
く
れ
る
の
で
、
し
っ
か

り
休
め
た
。
ゆ
っ
く
り
で
き
た

こ
と
で
子
ど
も
と
も
向
き
合
え
、

精
神
的
に
も
回
復
で
き
た
」
な

ど
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
気
軽
に
相
談
し
て
、
ど
ん

ど
ん
利
用
し
て
欲
し
い
で
す
。

気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
ね

私
た
ち
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

※必要書類など詳細はお問い合わせください▷
市ホームページもご覧ください。

大阪南医療センターでの 産後ケアの様子 自宅で沐浴支援
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新型コロナウイルス関連情報 新型コロナウイルス関連情報

●自宅療養をされている人は
　新型コロナウイルスに感染し、現在自宅療養をして
いる人に対し、家庭内での感染を防ぎ安心して療養
生活を送るために、感染予防対策グッズを提供してい
ます。
●妊娠している人は
　妊娠中、特に妊娠後期に新型コロナウイルスに感染
すると重症化しやすいとされていることから、妊娠届
出時に感染予防対策グッズを提供しています。
実施期間　令和５年３月31日㈮まで
問保健センター（☎55-0301）

自宅療養者などへの感染予防対策グッズ提供を継続

　新型コロナウイルス感染症の影響により、さまざまな困難に直面した人を支援するために対象世
帯へ給付金を支給しています。対象になる人は忘れずに手続きをお願いします。
対象　①住民税非課税世帯▷２月28日に対象と思われる世帯に対して確認書を送付済、②家計
急変世帯▷令和３年１月以降、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、①と同
様の事情にあると認められる世帯
申請期限　①５月31日、②９月30日

1・2回目に接種したワクチンの種類に関わら
ず、ファイザー社ワクチンを1・2回目と同じ量
接種します。対象者には順次接種券を送付しま
すので、到着までしばらくお待ちください。予約
方法や接種会場など最新の情報は、市ホームペ
ージまたは市コールセンターでご確認ください。

　新型コロナワクチンの接種には、16歳以上は
本人、12～15歳は保護者の同意が必要です。感
染症予防の効果と副反応のリスクの双方につい
て、正しい知識を持っていただいた上で、本人
または保護者の意思に基づいて接種をご判断い
ただきますようお願いします。

12～17歳の人も
3回目接種を受けられるようになりました

お忘れなく
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金

新型コロナワクチンコールセンター
受付は平日午前9時～午後5時30分

☎ 0721‐26‐8135
℻ 0721- 56 - 5160
※おかけ間違いのないようご注意ください。

臨時特別給付金コールセンター
受付は平日午前９時～午後５時30分

☎0721- 56 -2511
※おかけ間違いのないようご注意ください。

市では、府の配食サービスを利用するまで
のつなぎ支援として、新型コロナウイルス感
染症による自宅療養者のうち、食事の調達が
困難な人を対象に、食料品などを提供してい
ます。
　これは、食の支援の必要性を感じて実施さ
れた民間主導の仕組みで、市医師会地域連携
室をはじめ、本市や社会福祉協議会、地域包
括支援センター、㈱せいきなど、多様な主体
が連携し、役割を持ちながら取り組んでいます。
問地域福祉高齢課

自宅療養者への
食のつなぎ支援

河内長野市
三師会からの寄付

　１月～２月にかけ、河内長野市三師会（市医
師会、市歯科医師会、市薬剤師会）から自宅
療養者への支援として食料品など70セットの
寄付があり、４月４日に感謝状が贈られました。

感染予防対策グッズ
手指消毒用アルコール、使い捨て手袋、不織布マ
スク、ペーパータオル、ゴミ袋など（写真は妊婦用）

生活困窮者自立支援金の申請期限が延長
生活困窮者自立支援金の申請期限が延長され

ました。また、対象者が拡大され（総合支援貸
付の再貸付終了者に加え初回貸付終了者も対
象）、再支給の申請期限も延長されました。

※詳細は下記へお問い合わせください。
申請期限 ６月30日㈭
問生活困窮者自立支援金事務センター（市役所内）
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テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
た
め
に
本
市
に
転
入
し
、

市
の
移
住
促
進
施
策
に
積
極
的
に
協
力
い
た
だ

け
る
世
帯
に
対
し
、
転
入
費
用
な
ど
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
世
帯　
申
請
日
現
在
で
、
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
世
帯

◎
令
和
４
年
３
月
１
日
以
降
に
本
市
に
転
入
し
た

世
帯

◎
市
内
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
世
帯

◎
市
の
魅
力
発
信
に
積
極
的
に
協
力
で
き
る
世
帯

（
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
提
出
、
取
材
へ
の
協
力

な
ど
）

※
そ
の
ほ
か
、
転
入
前
は
1
年
以
上
継
続
し
て
市

外
に
在
住
し
て
い
た
こ
と
、
申
請
日
現
在
で
１
か

月
以
上
継
続
し
て
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
、

令
和
4
年
3
月
1
日
以
降
に
住
宅
を
取
得
ま
た

は
賃
借
し
て
い
る
こ
と
、
補
助
対
象
世
帯
の
課
税

の
あ
る
世
帯
員
全
員
が
市
税
の
滞
納
を
し
て
い
な

い
こ
と
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

補
助
額
10
万
円
を
一
括
支
給

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課

テレワーク移住支援補助金

地域通貨「モックルコイン」
加盟店を募集します

ふるさとの誇りを未来へ
惣代の棚田が

「つなぐ棚田遺産」に認定

３月25日にリモートで行われた「つなぐ棚田遺産」認定式

　

市
内
の
加
盟
店
で
１
ポ
イ
ン
ト
＝
１

円
分
と
し
て
使
え
る
電
子
地
域
通
貨「
モ

ッ
ク
ル
コ
イ
ン
」
を
活
用
し
た
事
業
を

今
年
度
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
こ
の
事
業
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
加
盟
店
を
募
集
し
ま
す
。

加
盟
店
の
条
件

◎
市
内
に
所
在
す
る
中
小
企
業
（
中
小

企
業
基
本
法
に
準
じ
る
▽
み
な
し
大
企

業
は
対
象
外
）
で
あ
る
こ
と

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
可
能
な
タ
ブ

レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
常
時
用

意
で
き
る
こ
と

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

問
政
策
企
画
課

　今年度は、クレジットカードなどからモッ
クルコインをチャージすると、チャージした
金額の20％分のポイントを追加付与する「チ
ャージキャンペーン」をはじめ、18歳以下の
市民や対象となる活動への参加者、本市への
観光来訪者など、幅広い人にポイントを付与
する予定です。
　「チャージキャンペーン」では、チャージ
額と追加付与分で最大2億1千万円分のポイ
ントが流通する予定で、多くの経済効果が期
待されます。ぜひ、ご参加ください。
※各事業の実施時期や詳細は未定ですので、
決まり次第、本紙や市ホームページなどでお
知らせします。

今年度予定している
モックルコイン活用事業

　

清
水
地
区
に
あ
る
「
惣そ

代し
ろ

の
棚
田
」

（
左
写
真
）
が
、「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
と
は
、棚
田
地
域
の

活
性
化
や
棚
田
の
多
面
的
な
機
能
に
対

す
る
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的

に
、
優
良
な
棚
田
を
認
定
す
る
農
林
水

産
省
の
取
り
組
み
で
、
全
国
で
２
７
１

の
棚
田
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
惣
代
の
棚

田
は
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
維
持
・
保
全
や
地
域

振
興
に
つ
な
が
る
活
動
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
選
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

問
農
林
課

地
域
振
興
に
つ
な
ぐ

　
「
惣そ

代し
ろ

の
棚
田
」
が
、
農

林
水
産
省
の
「
つ
な
ぐ
棚
田

遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

河
内
長
野
市
内
に
は
い
く
つ

も
棚
田
が
あ
る
の
で
す
が
、

今
回
、
惣
代
地
区
農
空
間
づ

く
り
協
議
会
に
よ
る
保
全
活

動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
清
水

地
区
に
あ
る
惣
代
の
棚
田
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
協
議
会
の
中
心

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
里
山
ひ
だ
ま
り
フ
ァ
ー
ム

は
、
平
成
26
年
に
設
立
さ
れ

た
法
人
で
、
里
山
保
全
や
休

耕
地
活
用
な
ど
積
極
的
な
維

持
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
隣
の
学
校
や

企
業
と
連
携
し
て
、
田
植
え

や
稲
刈
り
な
ど
の
農
業
体
験

学
習
を
行
う
な
ど
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
河
内
長
野
市
は
平
坦
地
が

限
ら
れ
て
お
り
、集
落
に
よ
っ

て
は
山
を
切
り
開
い
て
棚
田

を
開
発
し
て
き
た
と
い
う
経

緯
が
あ
り
ま
す
が
、
階
段
状

に
な
っ
た
田
畑
は
、大
型
機

械
の
導
入
が
困
難
で
あ
る
こ

と
や
後
継
者
不
足
な
ど
の
理

由
で
、
耕
作
放
棄
地
に
な
り

が
ち
で
す
。し
か
し
、手
入
れ

を
し
っ
か
り
す
れ
ば
、
日
本

の
原
風
景
を
感
じ
さ
せ
る
美

し
い
景
観
を
作
り
出
し
ま
す
。

　

惣
代
の
棚
田
を
は
じ
め
、

市
内
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
棚

田
を
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
、
観
光
振
興
や
産
業

振
興
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

河
内
長
野
市
長

島
田
智
明

市
長
コ
ラ
ム
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税　

金

固
定
資
産
税
通
知
書
を
発
送

　
令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
で
市

内
に
土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
に
、
令
和
４
年

度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納

税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

納
期
限　

第
１
期
＝
５
月
31
日

㈫
、
第
２
期
＝
８
月
１
日
㈪
、
第

３
期
＝
９
月
30
日
㈮
、
第
４
期
＝

12
月
28
日
㈬

●
固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
平
成
30
年
９
月
に
住
宅
を
新

築
し
ま
し
た
。
今
回
送
ら
れ
て
き

た
納
税
通
知
書
を
見
る
と
、
税
額

が
急
に
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
ど

う
し
て
で
す
か
。

Ａ
新
築
住
宅
は
、
固
定
資
産
税

の
減
額
期
間
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
新
た
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
年
度
か
ら
３
年
度
分
に
限

り
、
税
額
が
２
分
の
１
に
減
額
さ

れ
ま
す
（
要
件
あ
り
）。
こ
の
場

合
は
、
平
成
31
〜
令
和
３
年
度
分

に
つ
い
て
こ
の
減
額
措
置
が
適
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
３
階

建
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど

は
、
同
様
の
措
置
が
５
年
度
分
あ

り
ま
す
（
一
定
の
要
件
あ
り
）。

た
だ
し
、
都
市
計
画
税
は
減
額
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

問
税
務
課

所
得
証
明
書
の
発
行
は

６
月
１
日
か
ら
開
始

　
令
和
４
年
度
所
得
（
課
税
）
証

明
書
の
発
行
を
６
月
１
日
か
ら
開

始
し
ま
す
。
郵
送
で
請
求
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
書
類

な
ど
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
子

証
明
書
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
は
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
発
行
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
収
入
が
な
く

市
・
府
民
税
未
申
告
の
場
合
な
ど

発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は

５
月
24
日
ま
で
に

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減

免
申
請
期
限
は
、
５
月
24
日
で

す
。
対
象
と
な
る
車
両
は
、
身
体

ま
た
は
精
神
に
一
定
の
障
が
い
が

あ
り
、
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
が
所
有
・
運
転
し
て
い
る
車

両
な
ど
で
す
。
手
続
き
方
法
な
ど

詳
細
は
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
車
両
の
乗
り
換
え
が
あ
っ
た
場

合
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問
税
務
課

軽
自
動
車
税
の
納
付
は

５
月
31
日
ま
で
に

　

令
和
４
年
度
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
は
、
４
月
１
日
現
在
、
本

市
で
軽
自
動
車
を
所
有
す
る
人
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
５
月
上
旬
に
納

税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

納
期
限
ま
で
に
お
近
く
の
金
融
機

関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
は
大

切
に

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納

税
通
知
書
は
、
右
端
部
分
が
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
納
税
証
明
書

（
車
検
用
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

車
検
を
受
け
た
後
、
車
検
証
の
返

付
を
受
け
る
際
に
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
車
検
証
と
と
も
に
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
場

合
、
車
検
対
象
車
種
で
過
年
度
を

含
め
未
納
の
な
い
車
両
の
み
、
振

替
（
納
付
）
確
認
後
６
月
中
旬
に

は
が
き
で
送
付
し
ま
す
。

問
税
務
課

自
動
車
税
の
納
期
限

　

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期

限
は
、
５
月
31
日
で
す
。
納
税
通
知

書
に
記
載
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
な
ど
で
納
期

限
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

問
大
阪
府
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
５
７
０・０
２
０
・

１
５
６
）

暮
ら
し

モ
ッ
ク
ル
バ
ス
２
０
０
円
上
限

運
賃
な
ど
の
試
行
を
継
続

●
モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

区
間
・
料
金　

美
加
の
台
駅
前
〜

大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー
玄
関
口
＝
上

限
２
０
０
円
運
賃
と
同
伴
者
割
引

（
日
曜
日
限
定
で
利
用
者
１
人
に
つ

き
同
伴
者
１
人
の
運
賃
が
無
料
）

●
路
線
バ
ス
千
代
田
線

区
間
・
料
金　
河
内
長
野
駅
前
〜

木
戸
東
町
＝
上
限
２
０
０
円
運
賃

●
モ
ッ
ク
ル
カ
ー
ド
で
特
典

　

バ
ス
１
日
フ
リ
ー
乗
車
券

「
モ
ッ
ク
ル
カ
ー
ド
」
を
使
っ
た
そ

の
日
に
協
賛
店
舗
に
カ
ー
ド
を
提

示
す
る
と
、
商
品
や
施
設
利
用
料

の
割
引
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

カ
ー
ド
料
金　
大
人
６
５
０
円
、

小
児
３
３
０
円

※
協
賛
店
舗
な
ど
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課

ご
み
出
し
が
困
難
な
人
へ

●
ふ
れ
あ
い
収
集
を
実
施

　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
で

ご
み
出
し
が
困
難
な
場
合
は
、
玄

関
先
ま
で
直
接
ご
み
の
収
集
に
伺

い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
要
介
護

２
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
な

ど
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
世
帯

※
右
記
以
外
の
世
帯
で
も
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
▽
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
課

不
用
品
の
処
理
は
適
切
に

　
無
料
で
不
用
品
を
回
収
す
る
な

ど
派
手
に
宣
伝
し
て
い
る
業
者
の

多
く
は
、
違
法
業
者
の
可
能
性
が

あ
り
、
実
際
に
は
費
用
を
請
求
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

引
き
渡
し
た
不
用
品
が
不
法
投
棄

さ
れ
た
場
合
は
、
も
と
の
所
有
者

に
も
責
任
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
住
ま
な
く
な
っ
た
家
の
片
付
け

な
ど
を
業
者
に
依
頼
す
る
場
合
、

そ
の
業
者
が
ご
み
の
運
搬
も
請
け

負
う
こ
と
は
違
法
で
す
。

問
環
境
衛
生
課

く
ら
し
の
総
合
相
談

　
日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る
様
々

な
問
題
に
、
弁
護
士
や
税
理
士
な

ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　
５
月
17
日
㈫
午
後
１
時
〜

４
時
（
受
付
は
正
午
〜
午
後
３
時

▽
先
着
順
）

と
こ
ろ　

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　
左
表
の
と
お
り

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
自
治
協
働
課

相談名 内　　　容

法律 土地・家屋・金銭の貸借や離婚、
相続などの法律関係

行政 行政に対する苦情や要望など

消費者
金融

多重・多額債務者の返済方法
など

登記 土地・家屋などの不動産の登
記全般

税 譲渡や贈与、相続、住宅購入
などにかかる税全般

人権 人権問題全般

心配
ごと

日常生活の様々な心配ごとや
悩みなど

警察 民事暴力・ストーカー対策な
どの警察業務全般

民事
調停

土地建物・借入債務・交通事故
などの「民事上のもめごと」に
ついて調停で解決する手続き

　収集された資源ごみは、リサイクルするため、
手作業で異物などを取り除いています。資源ごみ
が正しく出されていないと再資源化ができないの
で、ご協力をお願いします。
◎小袋に入れたものを大きな袋にまとめて出すな
ど、二重に袋に入れて出さないでください。
◎ペットボトルとプラスチック製容器包装を同じ
袋に入れないでください。
◎対象のもの以外を入れないでください。
◎ペットボトルはキャップとラベルを外して出し
てください。
◎必ず洗って乾かしてから出してくだ
さい。
※詳細は市ホームページをご覧ください。
問環境衛生課

市内で収集されたペットボトルから異物を取り除く様子。異
物が多ければ選別作業にも影響が出ます。

ペットボトルやプラスチック製
容器包装は正しく出してください

暮らし

消費生活
相談員コラム

消費生活
ウォッチング
買い物や契約で困った時は
TEL 56-0700

【
事
例
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で

ブ
ラ
ウ
ス
を
購
入
し
た
。
届

い
て
か
ら
数
日
後
に
開
封
し

た
と
こ
ろ
、
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
た
色
と
違
っ
て
い
た
の
で

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
コ
ロ
ナ
禍
で
通
信
販
売
の

利
用
者
が
増
え
、
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
件
数
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
い
つ
で

も
買
い
物
が
で
き
る
通
信
販

売
は
便
利
で
す
が
、
訪
問
販

売
や
電
話
勧
誘
と
違
い
、
不

意
打
ち
性
が
な
い
た
め
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ(

一
定
期
間

の
無
条
件
解
約)

の
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
者
が
定

め
た
独
自
の
返
品
・
交
換
ル

ー
ル(

返
品
特
約)

に
従
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
返
品
特

約
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
商
品
到
着
後
８
日
以

内
で
あ
れ
ば
、
消
費
者
が
送

料
を
負
担
す
る
こ
と
で
返
品

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加

え
て
、
店
舗
で
購
入
し
た
商

品
や
フ
リ
マ
サ
イ
ト
な
ど
の

個
人
間
取
引
な
ど
に
も
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
な
い

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
通
信
販
売
を
賢
く
利
用
す

る
に
は
、返
品
・
交
換
に
関
す

る
重
要
な
情
報
で
あ
る
返
品

特
約
は
事
前
に
し
っ
か
り
と

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き

る
契
約
か
ど
う
か
不
明
な
時

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

慎
重
に
！

通
信
販
売
は
ク
ー
リ
ン

グ・
オ
フ
で
き
ま
せ
ん

[コラム] 
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道
迷
い
時
は
慌
て
ず
、
自
分
の

位
置
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

低
い
山
で
も
万
全
の
服
装
と

装
備
で
登
山
を
し
ま
し
ょ
う

体
力
や
技
術
に
あ
っ
た
登
山

計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う

最
新
の
天
気
情
報
を
確
認
し

ま
し
ょ
う

登
山
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ア
プ
リ
や
地
図

を
有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ
う

安全、安心な登山を
近年、健康意識の高まりやコロナ禍の影響を
受け登山を楽しむ人が増えています。それに
ともない初心者や軽装備での登山者による
ケガや道迷いなどの山岳救助事案が本市でも
増加しています。遭難などを未然に防ぐ４つの
ポイントを確認し、楽しく安全に登山をしましょう。
問い合わせ　消防署（☎53-5681）

安
全
安
心
な
登
山

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

遭難ZERO協定を締結

登山GPSアプリの活用を

登山GPSアプリを活用した山岳救助活動訓練の様子

　３月11日、市消防本部と株式会社ヤマップは消
防機関では全国初となる「遭難ZERO協定～遭難
事故防止に向けた相互連携・協力に関する包括連
携協定～」を締結しました。本市の山間域で発生
した事案に対して同社の運営するシステムを活用
することで、遭難者の捜索と救助活動を円滑に行
うことができます。また、登山者への注意喚起の
ため情報発信に関する相互連携を図ります。安全、
安心な登山を楽しめるよう同社と協力し、今後も
山岳救助の強化に力を注いでいきます。

　登山といえば、昔は地図の携帯が必須でし
たが、スマートフォンの普及で登山GPSアプ
リを使う人が増えています。圏外でも現在地
を確認できるので、道迷いや遭難を防ぐこと
ができます。これまで遭難者の居場所が分か
らない時は、登山届や現場の状況など不確定
な手がかりをもとに推定し捜索、救助活動す
ることが一般的でした。アプリを用いること
で、遭難者情報提供依頼フ
ォームで問い合わせ、位置
情報を取得し効果的に捜
査や救助活動に役立てる
ことができます。
　登山GPSアプリは無料
で使えるものも多く、なか
でも会員登録者数が最も
多い「Y

ヤ マ ッ プ

AMAP」は、登山
者の約2.4人に１人が利
用しています。

❶❷❸❹

安全安心

暖かい陽気の花の文化園で、はなぶん感謝
祭と雑貨村が開催されました。芝生広場に
は、府立農芸高等学校のみなさんとヤギや

ヒツジ、ウサギなどの動物たちとのふれあい体験、手
作り雑貨の販売、とんぼ玉づくりを体験するはなぶん
ガラス工房など様々なイベントが開催されました。動
物ふれあい体験では、訪れた家族連れなどがエサを
あげるなど、ふれあいを楽しんでいました。

穏やかな晴天となったこの日、市内では小
学生674人、中学生709人が入学しました。
取材に訪れた高向小学校では、校長先生が

「しっかりと食べること、あいさつをすること、みん
なの話をよく聞くことを大切にして、小学校生活を楽
しんでください」とメッセージを送りました。新１年
生は、緊張しながらも、これから始まる新しい生活に
期待を膨らませていました。

楽しい！動物とのふれあい体験
花の文化園で雑貨村＆はなぶん感謝祭

ドキドキわくわく 新しい学校生活
市内の小中学校で入学式

女子サッカーチーム「スペランツァ大阪」
を運営する株式会社スペランツァ大阪と、
サッカースタジアム建設と管理運営に関す

る基本協定を締結しました。スタジアムは、令和７年
４月オープンを目指し南花台に建設を予定していま
す。また、翌３月26日には、J-GREEN堺でのスペ
ランツァ大阪の試合に島田市長が訪れ、セレモニーに
参加。その後に行われた試合では、雨のなか熱戦が
繰り広げられました。

連携プレーで新しいまちづくり
スペランツァ大阪と協定締結

3
25

KAWA
CHINAGANO CITY

3
27

4
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